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(57)【要約】
【課題】輝度ムラを低減して器具効率を向上させること
ができ、かつ部品を共通化してコスト的にも有利な照明
器具を提供する。
【解決手段】器具本体１０と；器具本体の外縁部１４、
１５に配設される半導体発光素子２１と；半導体発光素
子の光出射方向に対向して配置され、半導体発光素子の
光を主として平行方向に制御するレンズ体３０と；半導
体発光素子に対向し器具本体の略中央部に向かって傾斜
させた反射体４０と；半導体発光素子および反射体を覆
い外縁部から中央部にいくに従い透過率が高くなるよう
にしたグローブ５０と；を具備する照明器具を構成する
。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
器具本体と；
器具本体の外縁部に配設される半導体発光素子と；
半導体発光素子の光出射方向に対向して配置され、半導体発光素子の光を主として平行方
向に制御するレンズ体と；
半導体発光素子に対向し器具本体の略中央部に向かって傾斜させた反射体と；
半導体発光素子および反射体を覆い外縁部から中央部にいくに従い透過率が高くなるよう
にしたグローブと；
を具備することを特徴とする照明器具。
【請求項２】
器具本体と；
器具本体の外縁部に配設される半導体発光素子と；
半導体発光素子の光出射方向に対向して配置される長尺なコリメータレンズと；
半導体発光素子に対向し器具本体の略中央部に向かって傾斜させた反射体と；
半導体発光素子および反射体を覆うグローブと；
を具備することを特徴とする照明器具。
【請求項３】
前記コリメータレンズは、平滑な入射面と；
入射面の中心に第一焦点を有する断面略楕円形状をなす出射面と；
を具備することを特徴とする請求項２記載の照明器具。
【請求項４】
前記半導体発光素子は、その発光中心がコリメータレンズの第一焦点よりグローブ側に位
置して配設されることを特徴とする請求項２または３記載の照明器具。
【請求項５】
前記グローブは、その肉厚が外縁部から中央部にいくに従い薄くなるようにしたことを特
徴とする請求項１ないし４いずれか一記載の照明器具。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　 本発明は、発光ダイオード等の半導体発光素子を光源としたシーリングライト等の照
明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の照明器具として、住宅等の天井面に設置された引掛シーリングに着脱可
能に装着される器具本体と、器具本体の下面側に配設される環形蛍光ランプと、環形蛍光
ランプを覆い器具本体の下面に着脱可能に取り付けられるグローブを備えたシーリングラ
イトが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また近年、半導体発光素子、例えば、発光ダイオードの発光効率の向上により、一般照
明用の光源として発光ダイオードを採用する照明器具が商品化され、この種の一般住宅用
のシーリングライト等の照明器具においても、光源の一部、例えば、常夜灯の光源を発光
ダイオードで構成したものが知られている（例えば、特許文献２参照）。さらに、特許文
献３に示されるように、ハウジング内に長尺な光源と長尺な凸レンズ、乱反射層と空気層
、さらにハウジングの出射面に光拡散層を備えた中空サイドライト方式の面照明装置が知
られ、主に液晶バックライトや看板灯に用いられている。
【特許文献１】特開２００６－１２８１４７号公報
【特許文献２】特開２００３－２４２８０８号公報
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【特許文献３】特許第２６５７４７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方、特許文献１および２に示されるような環形蛍光ランプを光源とするシーリングラ
イトの場合には、住宅用としてやわらかい光が好まれる。このために発光面となるグロー
ブの輝度ムラ、特に環形蛍光ランプに伴うリング状の明るいイメージおよび中心部分に生
じる暗部を抑えることから、グローブに光の拡散性が高くて透過率の低い材料を使用する
、その結果、一般的に器具効率（器具光束／ランプ光束）は５０％程度で低くなっている
。このため、光源として発光ダイオードをそのまま使用した場合、発光面に対して発光ダ
イオードを万遍なく配置させても、発光ダイオード自体の輝度が高いために、グローブに
イメージが発生して輝度ムラが生じ、やはりグローブに光り拡散性が高くて透過率の低い
材料を使用せざるを得ない。
【０００５】
　また、特許文献３に示されるような、中空サイドライト方式にした場合、比較的容易に
表示面の輝度の均斉度を高めることが可能となるが、住宅用のシーリングライトはバック
ライトや看板灯とは根本的に構造が異なりハウジング構造になっておらず、剥き出しの反
射面に光源を取り付けて、全体を曲面形状のグローブで覆っている構造になっている。こ
のため、シーリングライトの場合には、中空サイドライト方式のように光源部分をハウジ
ングで隠すことができず、特に光源部付近に明暗の輝度ムラが生じやすくなり、グローブ
に光り拡散性が高くて透過率の低い材料を使用せざるを得なくなり器具効率が低下してし
まう。
【０００６】
　また、中空サイドライト方式の反射面（特許文献３の乱反射層）は、出射面の輝度均斉
度を高めるために、その形状や反射特性が設計されているが、出射部の形状が変わった場
合には、それに応じた反射面の設計変更も必要となる。一方、住宅用シーリングライトの
場合、部屋の雰囲気に合わせた数多くのグローブ形状の機種、ラインナップがあり、中空
サイドライト方式をシーリングライトにそのまま採用すると、それぞれの機種ごとに異な
る反射面が必要となり、開発コスト、および部品コスト等が高騰する問題がある。
【０００７】
　このため、住宅用シーリングライト等の照明器具の光源を発光ダイオード等の半導体発
光素子にする場合には、発光面であるグローブの輝度ムラを低減して器具効率を向上させ
ると共に、機種ごとの反射面の設計変更を不用にしてコスト的に問題の生じない照明器具
を如何に実現するかが重要な課題となっている。
【０００８】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたもので、輝度ムラを低減して器具効率を向上させ
ることができ、かつ部品を共通化してコスト的にも有利な照明器具を提供しようとするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の照明器具の発明は、器具本体と；器具本体の外縁部に配設される半導
体発光素子と；半導体発光素子の光出射方向に対向して配置され、半導体発光素子の光を
主として平行方向に制御するレンズ体と；半導体発光素子に対向し器具本体の略中央部に
向かって傾斜させた反射体と；半導体発光素子および反射体を覆い外縁部から中央部にい
くに従い透過率が高くなるようにしたグローブと；を具備することを特徴とする。
【００１０】
　本発明により、半導体発光素子の光出射方向に対向して配置され、半導体発光素子の光
を主として平行方向に制御するレンズ体と、半導体発光素子に対向し器具本体の略中央部
に向かって傾斜させた反射体と、半導体発光素子および反射体を覆い外縁部から中央部に
いくに従い透過率が高くなるようにしたグローブにより、輝度ムラ対策の必要な部分のみ
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グローブの拡散性を上げ、必要のない部分の透過率を上げることができる。また、反射体
の形状や反射特性を、典型的なグローブ形状に対して均斉度が得られるように設計し、グ
ローブ形状を変更した機種に対しては、グローブの透過率を制御して輝度ムラを低減する
ことが可能となり、反射体を共通化することができる。
【００１１】
　本発明において、照明器具は、住宅用のシーリングライト等が好適であるが、住宅用に
限らず、オフィス等施設・業務用の照明器具であってもよい。形状は円形、楕円形等の丸
形、正方形や長方形等の角形、さらには６角形や８角形等の多角形状をなしていてもよく
、特定の形状には限定されない。
【００１２】
　器具本体は、鉄板等の金属に白色塗装を施したものや白色の合成樹脂で円盤状のシャー
シーとして構成され、中央部には天井等の器具取付面に設置された引掛シーリングに着脱
可能に設置されるアダプタや、光源を点灯するための点灯装置を有するものが許容される
。また形状は照明器具の形状に合わせた形状をなしていても、照明器具の形状とは別の形
状をなしていてもよい。
【００１３】
　半導体発光素子は、発光ダイオードや半導体レーザーなど、半導体を発光源とした発光
素子が許容される。また半導体発光素子は、長尺な直線または曲線等をなす発光モジュー
ルとして構成され、必要な個数が選択されて器具本体の外縁部に配設されることが好まし
いが、長尺でなく丸または角形の点状光源をなすように構成しても、またモジュールの形
態にすることなく発光素子を単品で直接組み込んで構成する等、その手段は特に限定され
ない。器具の外縁部の全周囲に配設しても、例えば、角形をなす照明器具において、対向
する辺にのみ配設するようにしてもよい。
【００１４】
　レンズ体は、半導体発光素子の光出射方向に対向して配置され、半導体発光素子の光を
主として平行方向に制御して広がりを持って出射させる長尺な凸レンズ等のレンズ体が好
ましい。また、発光モジュールにレンズ体が一体に組み込まれていてもよい。さらに、レ
ンズ体は、例えば、焦点を出た光が無収差の平行光となってレンズを出るコリメータレン
ズが好適であるが、これには限定されず、半導体発光素子からの光を平行光にして出射さ
せる機能を有する全てのレンズ体が許容される。
【００１５】
　反射体は、鉄板等の金属に白色塗装を施したものや白色の合成樹脂で構成されもの、若
しくはアルミニウムやステンレス等の金属を鏡面加工したものなどが許容され、両端部を
光源に対向し、中間部分から器具本体の略中央部に向かって傾斜させた形状をなしている
。傾斜部分は連続的に徐々に傾斜させたものでも、階段状など不連続に傾斜させたもので
あってもよい。
【００１６】
　グローブは、光源および反射体を覆い、透光性を有する乳白色の半透明な合成樹脂、ま
たは強化ガラス等で構成されたものが許容される。グローブは、外縁部から中央部にいく
に従い透過率が高くなるように構成するが、その手段は、例えば、その肉厚が外縁部から
中央部にいくに従い薄くなるようにして、外縁部から中央部にいくに従い透過率が高くな
るようにしても、内面にスクリーン印刷によるグラデーションを形成して透過率を変化さ
せても、さらには拡散材の配合を変化させることによって形成しても、さらに凹凸部等に
よる拡散部の密度を変化させて形成するようにしてもよい。色は乳白色に限定されず、用
途、雰囲気等にあわせた各種の色が許容される。形状は、丸形、角形、多角形等に構成し
て各種形状の照明器具を構成することが好ましい。
【００１７】
　請求項２に記載の照明器具の発明は、器具本体と；器具本体の外縁部に配設される半導
体発光素子と；半導体発光素子の光出射方向に対向して配置される長尺なコリメータレン
ズと；半導体発光素子に対向し器具本体の略中央部に向かって傾斜させた反射体と；半導
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体発光素子および反射体を覆うグローブと；を具備することを特徴とする。
【００１８】
　請求項３に記載の発明は、請求項２記載の照明器具において、前記コリメータレンズは
、平滑な入射面と；入射面の中心に第一焦点を有する断面略楕円形状をなす出射面と；を
具備することを特徴とする。
【００１９】
　請求項４に記載の発明は、請求項２または３記載の照明器具において、前記半導体発光
素子は、その発光中心がコリメータレンズの第一焦点よりグローブ側に位置して配設され
ることを特徴とする。
【００２０】
　請求項５記載の発明は、請求項１ないし４いずれか一記載の照明器具において、前記グ
ローブは、その肉厚が外縁部から中央部にいくに従い薄くなるようにしたことを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１記載の発明によれば、半導体発光素子の光出射方向に対向して配置され、半導
体発光素子の光を主として平行方向に制御するレンズ体と、半導体発光素子に対向し器具
本体の略中央部に向かって傾斜させた反射体と、半導体発光素子および反射体を覆い外縁
部から中央部にいくに従い透過率が高くなるようにしたグローブにより、輝度ムラ対策の
必要な部分のみグローブの拡散性を上げ、必要のない部分の透過率を上げることができ、
全体として輝度ムラを低減し、かつ器具効率を向上させることが可能な半導体発光素子を
光源とした照明器具を提供することができる。
【００２２】
　また、反射体の形状や反射特性を、典型的なグローブ形状に対して輝度均斉度が得られ
るように設計し、グローブ形状を変更した機種に対しては、グローブの透過率を制御して
輝度ムラを低減することが可能となり、部品を共通化してコストの高騰を抑制した照明器
具を提供することができる。
【００２３】
　請求項２記載の発明によれば、半導体発光素子の光出射方向に対向して配置される長尺
なコリメータレンズにより、光を反射体に照射し、光を効率的に利用して均斉度を高めて
、全体として輝度ムラを低減し、かつ器具効率を向上させることが可能な半導体発光素子
を光源とした照明器具を提供することができる。
【００２４】
　請求項３記載の発明によれば、平滑な入射面と、入射面の中心に第一焦点を有する断面
略楕円形状をなす出射面を有するコリメータレンズにより、光を反射体に照射し、光を効
率的に利用して均斉度を高めて、全体として輝度ムラを低減し、かつ器具効率を向上させ
ることが可能な半導体発光素子を光源とした照明器具を提供することができる。
【００２５】
　請求項４記載の発明によれば、半導体発光素子は、その発光中心がコリメータレンズの
第一焦点よりグローブ側に位置して配設されることにより、上向きの光が抑制されて輝度
ムラが抑制され、効率よく高い均斉度を得ることができ、全体として輝度ムラを低減し、
かつ器具効率を向上させることが可能な半導体発光素子を光源とした照明器具を提供する
ことができる。
【００２６】
　請求項５記載の発明によれば、グローブの肉厚が外縁部から中央部にいくに従い薄くな
るようにした簡易な構成により、輝度ムラを低減し、かつ器具効率を向上させ、さらにコ
ストの高騰を抑制した照明器具を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明に係る照明器具の実施形態について説明する。
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【実施例１】
【００２８】
　図１～図３に示すように、本実施例の照明器具は、器具取付面Ａに設置される器具本体
１０、半導体発光素子からなる光源体２０、レンズ体３０、反射体４０およびグローブ５
０で構成する。
【００２９】
　器具本体１０は、鉄板等の金属に白色塗装を施した一辺が約５００ｍｍの正方形をなす
シャーシーとして構成され、シャーシーの略中央部には天井等の器具取付面Ａに設置され
た引掛シーリング１１に着脱可能に設置されるアダプタ１２を設ける。さらに、アダプタ
１２の周囲の空間部に光源体２０を点灯するための点灯装置１３を取り付け、対向する辺
の外縁部１４、１５に光源体２０を設置するための設置部１６、１７を設ける。図中１８
は、リモコン受光部である。
【００３０】
　光源体２０は、半導体発光素子、本実施例では発光ダイオード２１（以下「ＬＥＤ」と
称す）で構成し、複数個のＬＥＤ２１を発光素子基板２２に配置した直線状の長さが約１
００ｍｍの線状の発光モジュール２３として構成し、必要な個数、本実施例では５本の発
光モジュールが選択されて１本の長尺な光源体２０を構成する。この長尺な光源体２０を
２本用意して、器具本体１０の対向する辺の外縁部１４、１５に設けられた設置部１６、
１７に１本ずつ、発光部である各ＬＥＤ２１がそれぞれ対向するようにして器具本体の外
縁部に配設される。すなわち、器具本体のそれぞれの設置部１６、１７にはシャーシーか
ら一体に形成された支持板２４が立設され、支持板に各発光モジュールの発光素子基板２
２を取り付けて支持する（図２）。この支持板２４は、各ＬＥＤ２１の放熱板の作用を兼
ね、また支持板の後面と後述するグローブ５０の外周部内面との間で形成される空間部ｓ
内に、各ＬＥＤ２１と点灯装置１３を配線するためのコード等を収納する。
【００３１】
　レンズ体３０は、各ＬＥＤ２１の光出射方向に対向し近接して配置され、ＬＥＤからの
光を平行光にして広がりを持って出射させる長尺な凸レンズで構成し、支持板２４に別途
の支持具（図示せず）により取り付けられる。レンズ体３０は、長さ約１００ｍｍの５本
の発光モジュール２３（全長約５００ｍｍ）を全て覆って対向して配設できるように、長
さ約５００ｍｍの１本の長尺な凸レンズで構成する（図３）。これにより、長尺な凸レン
ズによって長さ約１００ｍｍの５本の発光モジュール２３の繋ぎ目の目地部分を覆い隠す
ことができ、レンズ体からはムラのない均一な光が放射される。なお、このレンズ体３０
は、上記各発光モジュール２３自体にレンズが組み込まれている場合には設置を省略して
もよい。
【００３２】
　反射体４０は、鉄板等の金属に白色塗装を施した平板状をなし、両端部を２本のそれぞ
れの光源体２０における各ＬＥＤ２１に対向し、中間部分から器具本体の略中央部に向か
って連続的に徐々に傾斜させた傾斜部４１を形成する。反射体は、器具本体１０を構成す
るシャーシーの略中央部に、ネジ若しくはスポット溶接等の手段で固定される。
【００３３】
　グローブ５０は、透光性を有する乳白色の半透明な合成樹脂で構成し、浅い皿状の球面
状をなす発光部５１と、器具本体１０の外縁部１４、１５に対応する部分に外周部を残し
て上面を開口することにより形成した開口部５２とを一体に形成し、器具本体の下方から
被せることにより、光源体２０および反射体４０を覆うように器具本体の下面全体を囲む
ようにして取り付けられる。グローブ５０は、その肉厚を器具本体１０の外縁部１４、１
５に対応するグローブの外周部から中央部にいくに従い薄くなるようにして成形し、外縁
部から中央部にいくに従い透過率が高くなるように構成する。なお、グローブ５０は公知
の凹凸の係合手段や取付金具等の手段で器具本体の外縁部に着脱可能に取り付けられる。
【００３４】
　上記のように構成されたシーリングライトからなる照明器具は、天井等の器具取付面Ａ
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に設けられた引掛シーリング１１にアダプタ１２を係合し、アダプタを器具本体に係合す
ることにより、電気的に電源と接続されると同時に、機械的に支持され設置される（図１
）。
【００３５】
　上記に設置された照明器具を点灯すると、光源体２０の各ＬＥＤ２１が発光し、ＬＥＤ
から放射された光はレンズ体３０により、略平行な方向、すなわち、反射体４０の傾斜部
４１に向かって放射され、さらに反射体で反射してグローブ５０を内面側から照射し、部
屋全体にわたり略均一な明るさで照明する。この際、光源体２０が器具本体１０の外縁部
１４，１５に配設され、従来のように環形蛍光ランプが器具本体の中央部に存在しない。
このため、ランプイメージがグローブの照射中心部に現れずに均斉度が向上する。また、
グローブ５０は、その肉厚を器具本体１０の外縁部１４、１５に対応するグローブの外周
部から中央部にいくに従い薄くなるようにして成形し、外縁部から中央部にいくに従い透
過率が高くなるように構成してあるので、輝度ムラ対策の必要な部分のみグローブの拡散
性を上げ、必要のない部分の透過率を上げることができる。
【００３６】
　すなわち、器具本体１０の外縁部１４、１５は、光源に近く、また５個の線状の発光モ
ジュール２３を接続して長尺な光源体を構成した繋ぎ目の目地部分が暗部となったり、製
造バラツキ等によりＬＥＤ２１とレンズ体３０の隙間から光が漏れグローブ５０に照射さ
れて輝線が出たり、さらに空間部ｓ内に収納された光源体２０と点灯装置１３を配線する
ためのコード等の写りこみや影が出やすく、特に輝度ムラ対策が必要な部分となっている
。また、器具本体１０の中央部は、アダプタ１２やリモコン受光部１８があるために暗部
になりやすくグローブの透過率が高いことが望ましい。
【００３７】
　本実施例のグローブ５０は、上記のように、輝度ムラ対策の必要な器具本体１０の外縁
部１４、１５に対応するグローブの外周部を肉厚にしたので、光源の繋ぎ目の目地部分に
よる暗部や漏れる光の輝線、さらにコードイメージ等をなくすことができる。また、高い
透過率が必要な中央部の肉厚を薄くしたので、アダプタ１２やリモコン受光部１８の暗部
もなくなり、グローブ全体としての輝度ムラが低減し、均斉度を一層向上させることがで
き、従来のように、グローブ全体の透過率を下げて輝度ムラを低減させる必要がなくなり
器具効率を上げることができる。
【００３８】
　また、各ＬＥＤ２１から発生した熱は、各発光モジュール２３の発光素子基板２２から
シャーシーに一体に形成された支持板２４を介して面積の広いシャーシーに伝達され効率
よく放熱される。
【００３９】
　なお、器具本体１０の光源２０を支持した支持板２４と、グローブ５０の外周部との間
に空間部ｓが形成され、暗部になりやすくなるが上記のようにグローブの外周部に肉厚が
厚く形成されているので暗部が目立たなくなる。また空間部ｓに各ＬＥＤ２１から発生す
る熱がこもり温度が高くなりやすいが、この部分のグローブの肉厚が厚く形成されている
ので、熱による変色、変形を防止する。
【００４０】
　上述した照明器具は、部屋の雰囲気等に合わせた数多くのグローブ形状の機種、ライン
ナップに対して、次のように対応する。
【００４１】
　すなわち、照明器具における反射体４０の形状や反射特性は、普及機種等の典型的なグ
ローブ形状に対して輝度均斉度が得られるように設計し、意匠的にグローブ形状を変化さ
せる機種に対しては、反射体は共通化し、グローブ自体の透過率を制御して対応する。グ
ローブ５０の透過率の制御は、例えば、上述したグローブの肉厚の変更による手段でも、
さらには、スクリーン印刷によるグラデーションを形成して透過率を変化させても、拡散
材の配合を変化させることによって形成しても、凹凸部等による拡散部の密度を変化させ
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て形成するようにしてもよい。これにより、反射体４０をラインナップされた各機種に対
して共通化することができ、開発コスト、および部品コストを削減することができる。
【００４２】
　以上、本実施例によれば、輝度ムラ対策の必要な器具本体１０の外縁部１４、１５に対
応するグローブ５０の外周部を肉厚にし、高い透過率が必要な中央部の肉厚を薄くしたの
で全体として輝度ムラが低減し、器具効率を上げることができる。また、各ＬＥＤ２１か
ら発生した熱は、支持板２４を介して面積の広いシャーシーに伝達され効率よく放熱され
る。
【００４３】
　器具本体１０の光源体２０を支持する支持板２４と、グローブ５０の外周部との間に空
間部ｓが形成されるので、配線コード等の収納スペースとして活用することができる。ま
た、この空間部ｓは暗部になりやすくなるが、空間部に対応するグローブの外周部は肉厚
が厚く形成されているので暗部が目立たなくなる。また空間部ｓに各ＬＥＤ２１から発生
する熱がこもり温度が高くなりやすいが、この部分のグローブ５０の肉厚が厚く形成され
ているので、熱による変色、変形等を防ぐことができる。さらに、グローブ５０の外周部
が厚くなっているので、開口部５２の開口縁部の強度も強くなり、保守、点検等の際にグ
ローブを着脱しても破損しにくい丈夫なグローブを提供することができる。
【００４４】
　反射体４０をラインナップされた各機種に対して共通化することができ、コスト的にも
有利な照明器具を提供することができる。
【００４５】
　以上、本実施例において、レンズ体３０を５本の発光モジュール２３を全て覆って対向
して配設できるように、長さ約５００ｍｍの１本の長尺な凸レンズで構成したが、２本に
分割して構成しても、さらに、個々の発光モジュール２３に対応して５本に分割して構成
してもよい。
【００４６】
　器具本体１０の光源体２０を支持する支持板２４を、シャーシーと一体に形成したが、
アルミニウム等で構成した別体の支持板で構成してもよい。この場合も支持板をシャーシ
ーに取り付けることにより、熱的に接続されてＬＥＤの放熱作用も行うことができる。
【００４７】
　角形の照明器具を構成して、光源体２０を対向する外縁部１４、１５に２本配設したが
、各４辺に計４本の光源を配置してもよい。さらに丸形の照明器具を構成し、発光モジュ
ール２３をリング状に連結して光源体を構成し、器具本体１０の外縁部１４、１５の周囲
全体にわたって配設するようにしてもよい。
【００４８】
　照明器具をペンダント形のシーリングライトを構成したが、天井直付け形のシーリング
ライトを構成しても、さらにオフィス等施設、業務用などの各種の照明器具を構成しても
よい。
【実施例２】
【００４９】
　本実施例は、照明器具のレンズ体として、焦点を出た光が無収差の平行光となってレン
ズを出るコリメータレンズで構成したものである。
【００５０】
　以下、図４～図７に従い、その構成を説明する。なお、各図には実施例１と同一部分に
は同一符号を付し詳細な説明は省略する。
【００５１】
　図４～図６に示すように、照明器具は、器具取付面Ａに設置される器具本体１０、ＬＥ
Ｄ２１からなる光源体２０、ＬＥＤの光出射方向に対向して配置される長尺なコリメータ
レンズ６０、実施例１と同様に光源体２０のＬＥＤ２１に対向し器具本体１０の略中央部
に向かって傾斜させた反射体４０、光源体２０および反射体４０を覆うグローブ５０で構
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成する。本実施例におけるグローブ５０は、実施例１と異なり、全体が均一な肉厚で構成
されている。
【００５２】
　コリメータレンズ６０は、図６（ａ）に示すように、平滑な入射面６１、入射面の中心
に第一焦点ａを有する断面略楕円形状をなす出射面６２、入射面の上下部分を切り欠いて
形成した断面三角形状の凹部６３、６３および凹部の両側に一体に形成した支持部６４、
６４を有する。このコリメータレンズ６０は、図５に示すように、入射面の第一焦点ａを
出た光が無収差の平行光となって断面略楕円形状をなす出射面６２から出射される。
【００５３】
　上記構成のコリメータレンズ６０は、図６（ｂ）に示すように、長さ約１００ｍｍの５
本の発光モジュール２３（全長約５００ｍｍ）を全て覆って対向して配設できるように、
長さ約２５０ｍｍの長尺なコリメータレンズ６０を２本用意する。これにより、長尺なコ
リメータレンズ６０によって長さ約１００ｍｍの５本の発光モジュール２３の繋ぎ目の目
地部分を覆い隠すことができ、コリメータレンズ６０からはムラのない均一な光が放射さ
れる。
【００５４】
　上記２本のコリメータレンズ６０は、光源体２０における各ＬＥＤ２１の発光中心ｂが
コリメータレンズ６０の第一焦点ａより所定の寸法ｃだけグローブ側（図５において上方
、図６（ａ）において下方）に位置し、かつ平滑な入射面６１に接するように配設される
。コリメータレンズ６０は、支持部６４、６４を使用して各発光モジュール２３の発光素
子基板２２の表面側に取り付けて支持される。
【００５５】
　上記に構成したＬＥＤ２１およびコリメータレンズ６０からなる光源体２０を２本用意
し、実施例１と同様に、器具本体１０の対向する辺の外縁部１４、１５に設けられた設置
部１６、１７に１本ずつ、発光部であるＬＥＤ２１がそれぞれ対向するようにして器具本
体の外縁部に配設し、実施例１と同様に構成された反射体４０を含めて覆うようにグロー
ブ５０を被せて照明器具を構成する（図４）。なおグローブ５０は上述したように実施例
１とは異なり肉厚の均一なもので構成する。
【００５６】
　なお、コリメータレンズ６０の入射面に形成した断面三角形状の凹部６３、６３内に、
５本の発光モジュールそれぞれを電気的に接続するための配線コードや連結のための接続
部品等を収納して構成する。
【００５７】
　上記に構成された照明器具において、器具の均斉度を実験により測定した。すなわち、
図５に示すように、光源体２０における各ＬＥＤ２１の発光中心ｂをコリメータレンズ６
０の第一焦点ａに対して所定の寸法ｃ（ｙプラス方向とｙマイナス方向（グローブ側（図
５において上方）と反グローブ方向（図５において下方））に偏心させて、均斉度を測定
した。
【００５８】
　その結果を表１に示す。ＬＥＤ中心線位置（寸法ｃ）が約０．５ｍｍ（Ｎｏ．５）で均
斉度が一番よくなり、中心線位置が０ｍｍのＬＥＤの発光中心ｂとコリメータレンズの第
一焦点ａを一致させた場合（Ｎｏ．３）と対比すると、均斉度が約１割向上していること
が理解される。また、反対側（ｙマイナス方向）に偏心させた場合には約１割低下するこ
とが理解できる。なお、さらにグローブ側（ｙプラス方向に偏心させると均斉度は低下し
ていく。
【００５９】
　また、上記のようにＬＥＤ中心線位置を偏心させた場合の、グローブの光源側θ１から
中心側θ２０における光源の軸に直交する中央線ｘ－ｘ（図１（ｂ））上の光束を測定し
た。その結果を、図７のグラフに示す。この結果からもＬＥＤ中心線位置（寸法ｃ）が約
０．５ｍｍ（Ｎｏ．５）で均斉度が一番よくなっていることが理解できる。
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【００６０】
【表１】

　　上記の実験結果から明らかなように、本実施例の照明器具を点灯すると、均斉度が良
好となってグローブ全体としての輝度ムラが低減し、均斉度を一層向上させることができ
、従来のように、グローブ全体の透過率を下げて輝度ムラを低減する必要がなくなり器具
効率を上げることができる。
【００６１】
　特に、レンズ体として焦点を出た光が無収差の平行光となってレンズを出るコリメータ
レンズ６０を使用したので、光源の光を無駄なく前方の反射体に照射して光を効率的に利
用することができると共に、目的とする均斉度を容易かつ確実に得ることができる。さら
に、コリメータレンズ６０により上向き（反グローブ側）の光が抑制されるため、輝度ム
ラが抑制され効率よく均斉度が得られる。しかも、グローブ５０の透過率を変えることな
く行えるので、一層簡易な手段で効果的な均斉度を得ることができる。
【００６２】
　さらに、上記実験で行ったように、ＬＥＤ中心位置、換言すれば、光源の位置を偏心さ
せることにより、配光の制御も行うことが可能となる。因みに、コリメータレンズ６０の
焦点ａに対してグローブ側（図５の上側）に偏心させると光は下向きに、反グローブ側（
図５の下側）に偏心させると光は上向きになることが、上記の実験で明らかになっている
。
【００６３】
　以上、本実施例において、コリメータレンズ６０を５本の発光モジュール２３を全て覆
って対向して配設できるように、長さ約２５０ｍｍの２本の長尺なレンズで構成したが、
実施例１と同様に５００ｍｍの長さの１本のレンズで構成しても、さらに、個々の発光モ
ジュールに対応して５本に分割して構成してもよい。コリメータレンズ６０の入射面に形
成した断面三角形状の凹部６３、６３は省略してもよい。
【００６４】
　また、本実施例におけるコリメータレンズ６０を、実施例１の凸レンズ３０に代えて使
用し、コリメータレンズ６０によって均斉度を向上させると共に、実施例１におけるグロ
ーブ自体の透過率を制御して行う均斉度向上手段を組み合わせ、より一層確実な均斉度を
得るように構成してもよい。
【００６５】
　その他、本実施例における他の構成、作動、作用効果、変形例等は、実施例１と同様で
ある。
【００６６】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、本発明は上述の各実施例に限定されるこ
となく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において、種々の設計変更を行うことができる
。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の第一の実施形態に係る照明器具を示し、（ａ）は縦断面図、（ｂ）はグ
ローブを外した状態の平面図。
【図２】同じく照明器具の器具本体の外縁部を拡大して示す断面図。
【図３】同じく照明器具の光源体の正面図。
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【図４】本発明の第二の実施形態に係る照明器具の縦断面図。
【図５】同じく照明器具のコリメータレンズの特性を説明するための断面図。
【図６】同じく照明器具のコリメータレンズの支持部分を示し、（ａ）は一部を切り欠き
断面して示す斜視図、（ｂ）は正面図。
【図７】同じく照明器具の実験結果を示し、グローブの光源側θ１から中心側θ２０にお
ける均斉度を示すグラフ。
【符号の説明】
【００６８】
　１０　器具本体
　１４、１５　外縁部
　２１　半導体発光素子
　３０　レンズ体
　４０　反射体
　５０　グローブ
　                                                                              
    

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】
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